
これまで「八三三米(はさみまい)」として親しまれてきた
お米が、2026年11月14日（土）、「波佐見のめぐみ米」
として新たに生まれ変わります。
波佐見町は、やきものと農業が息づく「半農半陶」のまち。
「波佐見のめぐみ米」は、波佐見焼の製造工程で役目を
終えた石膏型から生まれた肥料「波佐見のめぐみ」を使い、
町内の農家が大切に育てたお米です。
今回のリブランドでは、これまで大切にしてきた
「資源の循環」に加え、豊かな水や土壌、昼夜の寒暖差と
いった自然の恵み、そして農家の皆さんの努力や工夫も
「めぐみ」として伝えていきます。
また、お米の品質を分かりやすく伝えるため、
「九州のお米食味コンクール」の評価と町内審査を
組み合わせ、金・銀・青の3つの独自の品位基準を
設けます。
波佐見焼の器で、波佐見の土地が育んだお米を味わう。
日々の食卓を通して、地域の窯業・農業・食をつなぎ、
波佐見ならではの魅力を届けていきます。

これまで、波佐見焼の製造で使われる石膏型の廃棄問題と、その解決に向けた長年の取り組み
をご紹介してきました。
こうした活動は、肥料の開発や農作物への活用など、少しずつ成果につながっています。
今回は、新たにリブランドする「波佐見のめぐみ米」をはじめ、肥料「波佐見のめぐみ」の
特徴や、さらなる活用に向けた動きをご紹介します。

「陶農のまち」波佐見町が取り組む

【第3回】廃石膏から生まれた肥料が、波佐見の新たなめぐみに
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「八三三米」から「波佐見のめぐみ米」へ

地消

農業を支える肥料「波佐見のめぐみ」
「波佐見のめぐみ」肥料は、使い終わった波佐見焼の石膏型を再資源化した副さん肥料です。
主成分は硫酸カルシウムで、農作物の生育に必要なカルシウムを補うことができます。
大きな特徴は、土壌のpHを大きく上げずにカルシウムを補給できることです。
特に、土壌のpHが高くなると「そうか病」が発生しやすくなるじゃがいもの栽培などで、
活用が期待されています。
また、カルシウムは植物の細胞壁の形成や根の生育にも関わる重要な栄養素です。
堆肥と併用した栽培では、収穫量が増加したケースもあります。
現在は20kg入り、1袋1,980円（税込）で販売しており、地域の資源を農業に生かす取り組みを
広げています。

(波佐見のめぐみ米)



窯業から農業へ、そして食卓へ。

地域の資源を生かして生まれた「波佐見のめぐみ米」と副さん肥料「波佐見のめぐみ」は、

町内の直売所などで販売を予定しています。お米を味わうことも、肥料を農業に活用すること

も、地域の資源を循環させる取り組みを支える一歩につながります。

＜波佐見のめぐみ米＞

品種：にこまる・なつほのか

内容量：5kg・30kg

価格：店頭にてご確認ください。

直売所：

農産物直売所 どろんこの里

陶農レストラン清旬の郷

三浦線海沿いマルシェ

＜肥料 波佐見のめぐみ＞

内容量：20kg

販売価格：1,980円（税込）

主成分：硫酸カルシウム

直売所：

農産物直売所 どろんこの里

さわやか市場

陶農レストラン清旬の郷

三浦線海沿いマルシェ

＜販売元＞

一般社団法人Region　

※販売状況や取扱商品については、各店舗へお問い合わせください。

長年にわたり、廃石膏型の再資源化に向けて試行錯誤を重ねてきた長崎県東彼杵郡波佐見町。

その成果として、2023年には肥料「波佐見のめぐみ」の登録が実現しました。

現在は、さらなる活用の幅を広げるため、有機JAS認証を受けた有機農業での使用も

視野に入れ、取り組みを進めています。

有機JAS資材評価協議会への相談では、他社の石膏資材に評価実績があることから、

「波佐見のめぐみ」についても評価を受けられる可能性が示されました。

実際に使用可能な資材として認められるかは、今後の申請・審査によって判断されますが、

有機農業への活用も視野に、さらなる可能性を広げていきます。

【発行元・お問い合わせ先】

波佐見町役場 農林課・商工観光課

〒859-3715 長崎県東彼杵郡波佐見町宿郷660

TEL：0956-85-2980（農林課直通）

MAIL：nousei@town.hasami.lg.jp

発行日

2026年11月4日

「波佐見のめぐみ」を暮らしの中へ
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さらに広がる活用の可能性。有機JAS資材評価に向けて

次回は、ふるさと納税を通じた商品の展開や、実際に「波佐見のめぐみ」を活用する農家の

取り組みをご紹介します。

(波佐見のめぐみ米5kg) (波佐見のめぐみ米30kg)

(波佐見のめぐみ)

波
佐見のめぐみの効果は

？

・pHを上げずにCa(カルシウム)

　の施肥が可能。

・農作物の根の張りや細胞壁の強化

・堆肥と併用することで、収穫量

　が上がったケースもあります。
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